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ラテン語の味わい  

一格と前置詞－  

野 村 圭 介  

Ⅰ  

これは私のラテン語入門である。筆者は，インド・ヨーロッパ語族の諸言語  

のなかでも，フランス語を主に，もっぱら近代西欧語ばかりに長年親しんでき  

た。そしてたまたま近年，ようやくにしてラテン語に接する機会を得たのであ  

るが，すでに生命を終えたこの二千年前のローマの言葉に，私はしばしば強く  

ひきつけられるものを感じた。その古色蒼然にもかかわらず，またその晦渋難  

解にもかかわらず，いっそ新鮮ともいえるような驚嘆の念を覚えることがまま  

あった。ひとつにはそれは，フランス語を通して，フランス語でしるされた辞  

書，文法書，対訳書等々をたよりにラテン語を学習した放でもあろう。すぐれ  

て分析的な近代語であるフランス語を通して，綜合的言語の雄であるこの古代  

言語をかいま見たせいでもあろう。周知のように，フランス語はイタリア語や  

スペイン語などと共に，ラテン語を直接の祖と仰ぐ。その語彙にいたっては，  

優に80パーセント以上がラテン語系とされる。しかしながらこの両者から受け  

る印象は実に異なったものがある。試みに一冊の文法書をひもとけば，「完  

了」の項に，  

Vixit．  
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とただ一語あり，その傍らに，〟αU∂c乙↓〝Zes£morり．「彼は生きた（彼は死  

んだ）」と仏訳がつけてある。つまり，一人の人間が今しもその生を閉じた，  

という事実を表現するために，動詞uiuereの直説法完了三人称単数形を用い  

てただ，Vixitウィクシットとのみ言うのだ。一語で，強く，簡明に。あたか  

も，厳しい環境，条件のもとで，今しもストイックな生涯を終えた一個の古代  

人を彷彿とさせるがごとく……などといえば，いささか思い入れが過ぎるであ  

ろうか。この文m一語といえども立派な文一に続いて，   

Athenisvixit．  

と例文があり，IIu6cutdAthenes．「彼はアテネで暮らした」とある。Athe－  

nisvixit．アテーニス ウィクシット。代名詞を用いず前置詞を用いず，一個の  

名詞と一個の動詞を無造作に，しかしかっちりと並べて見せただけの文章。ま  

るでイタリア特産の，あの固くて白い大理石の切石を二つ並べたかのように。   

フランス語の等位接続詞etに相当するラテン語は同じくet（ac，atque）で  

ある。LepさreetlaTn～re「父と母」はpateretmaterであり，近代西欧語で  

は例えば英語がα花d，ドイツ語は㍑花d，イタリア語はeを用いてどれも同じよ  

うに表現する。が，ラテン語にはこの「～と～」といった並列的表現法に加え  

て，もう一つ別の言い方がある。すなわち前接辞e71CZZ如㍑eとしてのみ用いら  

れる接続詞queを使い，「父と母」はまたpatermaterqueとも言うことがで  

きるのである。私はローマの言葉に特有の，この接続詞queに少なからぬ衝撃  

を受けたのであるが，例えば，ウェルギリウスVergiliusの余りにも有名な叙  

事詩『アエネーイス』Aeneisはこんな風に始まる。   

Armauirumquecano・・・…  

アールヤ ウィルームクゥエ カノー「私は歌う，戦いと英雄を」J盲cんα花吉e  

gegcomわα£sefZeん∂ro£．と一応訳することができよう。だが，armauirum－  

queは断じてarmaetuirumではない。意味するところは同じかもしれない。  

いや，厳密に言えば意もまたおのずから変ってくるのであろう。一方が，二個   
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の名詞をetを介して単に並べて見せるのに対し，他方は戦いと英雄の両者を  

一つにくくり，切り離し得ない緊密な一体として提示する。ローマ国家，金  

口ーマを意味するSenatuspopulusqueRomanus「ローマ元老院とローマ人  

民」ムes∂花αfe孟Zepe㍑pZeromαよ俗という言いまわしがあるが，これもse－  

natusetpopulusではいささか困るのである。たがが少々凄むのである。キケ  

ローCiceroは居並ぶ元老院議員たちに次のように呼びかける。PopuliRo－  

maninomensalutemquedefendite（1）．「ローマ人民の名と安全を守りたま  

え」上）的几dezge710me‖’∂∬isfe71Ce血pe乙岬gerOmαよ托と。   

ラテン語は簡潔を身上とする。簡潔というより，むしろ「簡勤」といった方  

がより適切だろうか。一語一語が十全の意味を担い，無駄を排し，緊密に構築  

された古典ラテン語を形容するに，「簡勤な」という言葉ほどふさわしいもの  

はなかろう。私は『新約聖書』の対訳書を初めてひもといてみた折の驚きが忘  

れられない。『新約聖書』の原典は，コイネー（共通語）と称されるギリシャ  

語でつづられているが，見開きの片方のギリシャ語原文と他方のラテン語訳を  

見比べると，後者のページが随分と余白の多いすっきりとした印象を与える。  

つまり，ギリシャ語とそのラテン語訳では使用語数に相当の開きがある。普通，  

翻訳すると，原文よりはどうしても語数が多くなり，忠実な訳ほど，やや冗漫  

な感じになるのが避けがたい。が，ラテン語に訳するとこれと全く逆の現象が  

生ずるのが面白い。しかも，4世紀末に成った，ヒエローニムスHieronymus  

訳のウールガータVulgata版聖書のラテン語は，いわゆる黄金時代，キケ  

ローの時代のそれに比べて，いく分たがが緩んでいるとされているのだが。  

もっともコイネ一にしても，たがは少々ゆるんでいるのではあるが。   

泉井久之助は名著『ラテン広文典』のなかで，舌代ローマの言葉は今日の西  

韓の言葉より「節約的」であると言い，さらに，このために読解の手がかりが  

乏しくなり，解釈の困難，不確定が生じ，ラテン語はむつかしいという印象を  

261   



文化論集第5号  262   

一般に与えている，と述べている。たしかに難解ではある。晦渋ではある。し  

かし「われわれは先ずみずからつとめて，ラテン人の言語意識に同化してゆか  

なくてはならない。でないかぎり，常にこの種の欠如に対する心許なさの上を  

進まなくてはならない」と語をつぎ，「西洋の近代の言語には，古典ラテン人  

からすれば，いわば余分なものが多い」と断じている（2）。   

泉井が節約的と言うのに対し，ポール・ヴァレリーアα比Zlね慮りは，ウェル  

ギリウスの『牧歌』Eclogaeに付した序文で，ラテン語は総じてフランス語よ  

り「密度が濃い」pZ比Sderlぶeと言い，その密度のよって来るゆえんを，ごく  

おおざっぱに，冠詞を使わないこと，助動詞を節すること，前置詞を使い惜し  

むこと，の三点に求めている。ラテン語は，「同じ事柄をより少ない語数で言  

える」且ZZe〝αZα乃g乙‘e Zα昆花eノpe乙‘£d云re Z2ぶmぞmes cゐ0βe£・e71mOi花S de  

（3） 

moとg．それに，語の配列に関しては，フランス語にはほとんど全く許されて  

いない，羨望に耐えない自由を持つ，とヴァレリーは嘆じるのである。語の配  

列の問題はひとまずおき，われわれもまた，舌代ローマの言語が，節約的で高  

密度であるゆえんを，フランス語と比べながら，いくつか例文をあげながら概  

観してみよう。   

a） 冠詞  

Militesponteminstituerecoeperunt．   

エesぶOg血ねCOmme71C～reJl£dco乃S己「乙Jire乙↓花pO融．兵士たちは橋を築き始  

めた。  

同じ古典語でもギリシャ語には定冠詞が存在するのに対し，ラテン語は一切  

冠詞を使用しない。近代西欧語には不可欠な冠詞の欠如は，歴史的にはより古  

い古代ギリシャ譜よりも，しばしばラテン語に一段と蒼古とした趣きを与える  

ように思われる。  
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b）所有形容詞  

Lauamanus．   

エαUe£eβmα孟花S． 手を洗え。   

所有形容詞は必要不可欠な場合以外には用いない。J’αimemo71pさre．「私  

は父を愛する」は単にAmopatrem．   

c）人称代名詞   

Demonstraboiter．Aureliauiaprofectusest；Siaccelerareuolent，ad  

uesperamconsequentur．（Cicero：lnCatilinam，Ⅱ－6）  

J壱uα£s云托di叩erZecんemi托．C’es£pαrZαU去αA比r∂たαq㍑’iヱe5£pαr己£，・  

g’王Zsue弘ge71£ぶe舶孟er，iZsZ’α比rO71£「む0£花£dさβCeSOれ 私は道を教えよう。  

彼が出発したのはアウレリア街道からだ。彼等が道を急ぐならば，今晩にも追  

いつけよう。（『カティリーナ弾劾』）   

引用のキケローの文では，demonstrare，prOficisci，uOlere，COnSequiの  

四つの動詞の変化形に，すべて主語人称代名詞が略されている。省略というの  

は適切ではなかろう。変化語尾のみで単複人称の区別が明瞭故，代名詞を必要  

としないのである。J’α£meZesuerg．「私は詩が好きだ」は，Versusamoで  

必要十分なのであり，これに主語人称代名詞一人称単数のegoをつ仇 Ego  

versusamoとすれば，ことさら私を強調することとなり，〟0云，ノ’αimeges  

uerg．もしくはC’es亡moiq比iα云megesuers．とでも表現しなければならない  

だろう。   

同様に非人称構文においても主語をおくことをしない。JZpZ紬£．「雨が降  

る」はPluit．Jりb弘亡q㍑eとuuie几托eβ．「君は釆なくてはいけない」は，単に  

Oportetuenias．でよい。  
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d）比較級  

PaulusfortiorestPetro．  

Pα㍑Zes孟pZusco乙げαge乙‘エq侵ef）ierre．パウルスはベトルスよりも勇敢だ。   

一般にフランス語の比較，最上級は，分析的，迂言的に，例えばpZ㍑S  

幼顔壷「より愚かな」ZepZ㍑SSとupide「最も愚かな」というのに対し，ラテ  

ン語では，Stultior，Stultissimusと形容詞の語尾を変化させて一語で表現す  

る。副詞についても同様。また比較の対象は，しばしば単に名詞の奪格形のみ  

で示される。   

e）助動詞   

Emiulrglnemtrigintaminis．   

J’αiαCゐe亡∂gαノe乙‘托eカZge孟re乃．£emi几eざ．私は娘を30ミーヌで買った。   

フランス語の，例えば複合過去に見られるような，助動詞＋過去分詞の迂言  

的完了形は古典ラテン語ではまだ生じていない。また未来時称は，英語やドイ  

ツ語が助動詞を用いて迂語的に表現するのに対し，フランス語やイタリア語は，  

ラテン語め伝統をいまだに受けついでこれを単に動詞の変化語尾で示す。もっ  

とも，その未来形はラテン語本来の未来形に由来するものではなく，不定詞＋  

αUO£r「buereノの直説法現在，の形から生じたものではあるが。   

f）受動態  

IbiL・Cottapugnansinterficiturcummaximapartemilitum．（Cae－  

Sar：DeBelloGallico，Ⅴ－37）   

L情・＝ソバ（∴ル′．／‥′ノいJ′ル…J・り〃り／〉／／り．・ヾ／／小・川・‥・いパりJ〃〃・／・／・・、ヾ．ヾ・イ・／り／．ヾ．  

ルーキウス・コックは，そこで闘いながら，多くの兵士と共に殺される。、（カ  

エサル『ガリア戦記』）   

これも助動詞の節約に関連したことだが，フランス語の受動態が，助動詞   
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∂fre＋過去分詞，の形をとるのに対し，ラテン語はこれも単に語尾変化で表わ  

す。ただし，完了相は，eSSe＋完了分詞の迂言的受動態となる。AmoraDeo．  

。hsuisaim6deDieu．「私は神に愛されている」。AmatussumaDeo．  

J’αi∂と∂αim∂de刀よe乙上．「私は袖に愛された」。   

上記カエサルからの引用文の人名，L．Cottaについて一言。ラテン語の文  

章では，名前（個人名）praenomenは普通省略記号でしるされる。例えば，  

MarcusならM．，PubliusはP．，QuintusはQ．という風に。名前の数が限ら  

れていたためでもあるが，これもラテン的簡略法の一例であろうか。もちろん  

音読する場合は，マールクス，プープリウス等，′省略しないで読んだ。   

g）接続詞   

AudiuimusCaesaremRomaprofectumesse．   

肋払SαUO71S叩pr£sqαe（万古αreざ£pαr亡ide月ome．我々はカエサルがロー  

マから発ったことを知った。   

語と語を介在物なしに直接並置することの多いラテン語は，近代西欧語に比  

べ接続詞の使用においてもはるかに節約的である。′引用は，ラテン文でしばし  

ば用いられる不定法句であるが，これを仏訳するには接続詞q㍑eを入れざる  

を得ないだろう。（ヨ弘eZec£eZ托OIJざprO£さge．「天が我等を守護せんことを」と  

いった風に，q㍑e＋接続法による願望，命令の表現形式がフランス語にあるが，  

ラテン語では接続法のみですます。（ヨ㍑’£Zpαr£e．「彼が出発せんことを」は  

Abeat．あるいはまた，恥e餌Ueね£Zgego乙川eUe乙↓£ZZe叩αぶ．・「あなたが望もう  

と望むまいと」はわずかに二語で，Velisnolis．   

以上，ごく簡単にラテン語的簡潔法の一端にふれた。もちろんこれ以外にも，  

関係代名詞の先行詞の省略，様々の分詞による凝縮表現など，言及すべき点は  

多々あるであろうが，本稿の眼目はそこにはないので，とりあえずこれ位に  
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しておきたい。さてそこで，ヴァレリーの言う「前置詞の使い惜しみ」エα  

gα花g㍑eZα£i乃ee3£αUαre（gepr如0扇需0花Sである。以下は問題をこの一点にし  

ぼり，いささか文例をひろってみたい。  

Ⅱ  

ラテン語とフランス語とを比較した場合，最も大きな相違点は，格casus，  

cαSの有無であろう。前者が文中の語（名詞，形容詞，代名詞，分詞など）と  

語の関係を，基本的に変化語尾による格で表わすのに対し，後者はこれを語順  

と前置詞をもってする。格を持つ時，語の文法的機能はすでに変化語尾で明示  

されているから，それぞれの語は独立的で，文中の語の位置は自由である。  

PetrusItaliamamat．「ベトルスはイタリアが好きだ」では，Petrusが主格，  

Italiamが対格なのは明瞭故，語順を替えて，ItaliamPetrusamat．と言っ  

ても，AmatItaliamPetrus．と言っても基本的に意味は変らず，文は成立す  

る。つまり，この3語をどのように語順を入れ替えてもかまわない。対してフ  

ランス語のP£erreαimeJ’虎αZie．「ピエールはイタリアが好きだ」は，エ’虎α一  

Zieαimej⊃ierre．とすれば意味は全く異なり，Aimej〕ierreJ’虎αおe．とは普通  

言えない。つまり，語順は固定的である。   

しかし，語と語の関係は，ほとんど無限と言ってよいほど多様でありうる。  

すべてこれを格で表わすことは不可能である。当然ながら，ラテン語にもまた  

前置詞が必要とされるわけだ。が，基本はあくまでも格なのであり，前置詞は，  

格では十全に表現しきれないところを，格の曖昧模糊たるところを補う，いわ  

ば補助的役割を担っていると言えるだろう。以下，ラテン語の6格，すなわち  

主格，呼格，属格，与格，対格，奪格の各々において，フランス語との比較の  

上で，如何に前置詞が節せられているか見ていきたい。このうち，主格No－  

minatiuusと呼語Vocatiuusについては，ラテン語とそれに対応するフラン  

ス語の両者において，共に前置詞とは無関係である。  
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1．属格Genitiuus   

属格は，所有，属性，部分などを表わすが，ラテン語で属格単独で示すとこ  

ろを，フランス語では一般に前置詞deを介在させた，分析的，迂言的表現法  

をとる。その主な用法をあげてみよう。  

（1）所有の属格   

名詞の補語comp16mentとなる，所有，所属を示す属格gen．possessiuus  

は，最も一般的な用法であり，ページのどこを開いても，たちどころにそのい  

くつかを見出せよう。試みに『ガリア戦記』第6巻の冒頭に限をおとせば   

MaioremGalliaemotum Unplusgrandsoul∂uementdelaGaule  

ガリアのより大きな反乱   

OpinionemGalliae L’QPiniondelaGaule ガリアの世論  

Italiaefacultates LesressourcesdeL’1talie イタリアの力  

Earumcohortiumnumero LenoTnbredescohortes そのコホルス隊   

の数   

Populiromanidisciplinaatqueopes L’oT官anisationetlesressources  

血pe㍑pZeromα£花 ローマ人民の組織力と実力  

という風に，いくつも所有の属語がある。さらに少し進むと，Concilium  

IJuteCiam（IJutetiam）Parisiorumtransfert．（4）Iltra叩Ortel，asseTnr  

わZ∂edエuとece，U£ZZedes允㍗よ5ii．「彼は（ガリアの）会議をバリーシー族のル  

テキアに移す」とあり，ローマ時代のLutetiaが今日Parisと呼ばれるのは，  

そこがバリーシー族の町であったからだとわかるのである。   

AmorDeiヱノαmO乙げdeヱ）£e乙‘神の（への）愛   

Metushostium Lacraintedesennemies 散の（への）恐れ   

神の我々への愛なのか，我々の神への愛なのか，敵が恐れているのか，それ  

とも，敵を恐れているのか一主語的属格gen．subiectiuusと目的語的属格  
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gen．obiectiuusの区別に，内外のどの文法書も言及しているが，少々こうる  

さく感じられなくもない。意はおのずから文脈によって決せられるであろう。  

目的語となる属格の代りに，前置詞の助けをかりて，in＋対格とすれば，た  

しかに誤解の余地はなくなるだろう。しかし，明瞭化されたために，かえって  

また失われるものもあるのだ。例えばamorfati，l’amozLrdudestin「運命  

愛」をamorinfatumとすれば，はっきり「運命に対する愛」ということに  

なるが，amOrinfatumとamorfatiは違う。余韻が違う，含蓄が違うので   

ある。   

所有の属格はまた，仏文法でいう属詞α比riわ㍑£としても用いられる。domus  

patris，Zαmα孟β071demo71p∂re「父の家」は次のように展開できる。   

Haecdomuspatrismeiest’αttemaisonestdemonp∂re． この家  

は私の父のだ。   

属詞となる属格の仏訳は，単に前置詞deですませるのではなく，叩pαr一  

己e7かd～，∂汁ed～，βけeZer∂Ze「Zeprqpre，Ze（プeuo豆ノde～などとパラフ  

レーズした方がわかり易いであろう（5）。単に属格のみによる場合に比べ，言葉  

の力は格．殴にうすらぐのであるが，   

LiberestPetri．LeliureqppartientdPierre． その本はベトルスのだ。   

Estregisimperare． C’estleprQPreduroidecommander．命じるの  

が王の役目である。  

Estuirifortis ne suppliciis■quidem moueri．（Cicero：Pro Milone，  

82メ6）c′es£geノb££d，比和んom′乃eCO㍑rαge㍑∬de托epαSざeZα£gger絶rα几Zer  

m∂mepαrZess乙仰Z云ces．拷問によっても心を動かされないのが，勇者にふ  

さわしいことである。（『ミローン弁護』）  

名詞の属格形だけでなく，ラテン語に特有の動名詞Gerundiumの属格もま   
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た，補語の役割を果す。仏訳の場合はde＋不定詞，になる。   

Sapientiaarsuiuendiest．Lasagesse，C’estl’artdeuiure．知恵は生  

活の技術である。  

動名詞はまた時に，動形容詞Gerundiuumによってとって代られる。すなわ  

ちtempuslegendihistoriam，lenwmentdelirel’histoire「物語を読む時  

間」は，まったく同意で，   

Tempuslegendaehistoriae．  

テムブス レゲンダアエ ヒストリアエ。余談ながら，私には属格形にしばし  

ば表われる，このアエ，アユという，ゆったりと甘やかな二重母音の連なりが，  

限りなく美しくやさしく耳にひびく。もちろん音読することなどないのである  

が，黙読においてもまた，我々はみな音を聞きながら読んでいるのである。こ  

れは日本語でも，外国語でも，ラテン語のような過去の言語でも変らない。語  

のひびきの快，不快を敏感に感じながら，耳もまた読書に参加しているのであ  

る。ラテン語の，やや固く，厳しく，いささか重くるしくもある音の連なりの  

中にあって，時に出会うアエ，了エの優美なひびきは，なかなかに魅惑的であ  

る。   

Vimueraeamicitiae Laualeurdelauraieamiti6 真の友情の価値   

Satiseloquentiae，Saplentiaeparum．Assezd’6loquence，trqPPeu  

deざαgeSSe． 雄弁なれども知恵に乏し。  

後者は後にふれる部分を示す属格である。  

（2）性質の属格   

人間や事物の特質，属性などを示すのが性質の属格gen．qualitatisである。  

これも『ガリア戦記』の第2巻から例をひろってみると，   

Hominesmagnaeuirtutis Deshommesd’ungrandcourage たいへ  

ん勇敢な着たち  
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Magniponderissaxa Despierresd’ungrandpoids とても重い岩   

Fossaduodeuigintipedum Unfbss6dedix－huitpieds18歩尺の壕 

属性はまた，しばしば奪格形によっても表現される。弘花e7モわ托£d’比乃e£－  

cellentnaturel「秀れた素質を持つ子供」は，属格を用いてpueregregiae  

indolisでもよいし，奪格を使ってpueregregiaindoleでもよい。前者が本  

質的，永久的属性を表わすのに対し，後者は一時的，随伴的なものを示す，と  

一応分けられているが，必ずしもいつもそうでもないようだ。共に性質を表現  

することにおいて変りはないが，奪格の鋭く断定的なのに対し，属格により穏  

やかでエレガントな印象を抱くのは，単に筆者のみではないと思うが。属格に  

おくか，それとも奪格かば，多分に著者の好みもあったようだ。例えば，ロー  

マ随一の史家，『ゲルマーニア』GermaniaのタキトウスTacitusは好んで  

奪格形を用いたらしい（7）。さもありなん，とも思えるが。キケロ一に面白い例  

がある（8）。   

Virmagnilngeniisummaqueprudentia，UnhomTnedegrandtalent  

e£de払pg比Sんα㍑古eβαgeβge，大きな才能と最高の知恵を備えた男  

性質の属格magniingeniiと同じく奪格summaprudentiaが同一文中に，  

等位接続詞である前接辞queでもって並列されているのだ。   

性質を示す属格は，主語の属詞α托riわ㍑£としても用いられる。   

Reseratmultaeoperaeaclaboris．（DeBelloGal1ico，Ⅴ－Ⅱ） L’d－  

ル£re（ゴemα托血££わeα㍑CO岬depe£花ee£deけαUαiZ．仕事はたいへん困難で骨  

の折れるものだった。（『ガリア戦記』）   

ローマ建国伝説を歌った，ウェルギリウスの人口に謄灸した一句。   

TantaemoliseratRomanamconderegentem．（Aeneis：Ⅰ～33）  

乃花£c′き£α云£p∂几削e抑「£，叩e／071der山花α£孟071rOmα云花e． ローマの国を  

建てることは，かほどにも困難な業であった。（『アユネーイス』）  
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いわゆる評価の属格gen．pretiiも性質の属格の一つに数えられよう。   

Haecnoiiputareparui（Catullus）（9ミ 胸consid～repascelacomme  

pe乙↓d’£汀岬Or£α托Ce．これを借打のないものと思うな。   

Voluptatemuirtusminimifacit（Ciceroナ1？Lauertunejbitpasle  

moi乃drecα5depZα£sれ 徳は快楽をいささかも価値あるものとは見なさない。  

（3）部分の属格   

全体の中の一部と表わすのが，部分の属格gen．partitiuus．フランス語では，  

もちろんこれも前置詞de等を用いて分析的に示さざるを得ない。magna  

parsItaliae，laplupartdel’Italie「イタリアの大部分」，reliquumvitae，  

Zeres£edeZαU£e，「人生の残り」。まずカエカルから，   

PartemcopiarumexprouinciainHeluiosconuenireiubet．（DeBello  

Gallio，Ⅶ－7）（11）朋ordo花花eq比，弘花epαr£iedes抒0叩eSdeZαprOUZ花Cege  

co71Ce7かecんezZe8月壱Zuie那． 彼はプロウィーンキアからの部隊の一部が  

ヘルウィ一族の所に集まるように命じた。（『ガリア戦記』）   

HorumOmniumfortissimisuntBelgae．（ibid．，I～1） Detousces  

pe乙ゆZesZe8pZusわrαUeSSO71とZe5月eなeぶ． これら全ての中で最も強いのは  

ベルガエ人である。（同上）   

部分属格は， 

補語にもなる。   

SatisuiniAssezdeuin  十分なるワイン   

Quisuestrum？¢比id’e7かeuo乙↓5？君たちのうちの誰が。   

Quidnoui？QuoideTW乙↓Ueau？   何か新しいことは。   

Vbiterrarum？Enquelpointdelaterre？いったいどこに。   

Nemonostrum Perざ0乃花epαrJ乃よ乃0αβ 我々の中の誰も  

いくつかの例をあげてみたが，仏訳と比べてみるとよくわかるだろうが，いか  
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にもラテン語らしい，かっちりと凝縮された表現法が魅力的だ。しかし，時代  

が下ると，部分属格は次第に前置詞の攻勢を受け始め，より分析的で明瞭な言  

いまわしにとって代られる。例えばunusmultorum「多くの中の一人」は，  

前置詞＋奪格のumuSemultisないしはunusdemultisという具合に分解さ  

れ，1やがてフランス語では㍑花pαrmiわeα罷CO叩となる。  

（4）属格をとる形容詞   

充満，関与，経験，欲求などを意味する形容詞は補語に属格を要求する。フ  

ランス語では，deをはじめ，d，pO乙‘r等前置詞を介して補語をとる。   

PlenusauriPlein，d’or 金でいっぱいの   

PeritusbelliHabiledlaguerre 戦いに巧みな   

Atlidusgloriae Auidedegloire 栄誉に飢えた   

Studiosusueritatis Z∂16pozLrlau6rit6 真実の追求に熱心な  

キケローから二例引いておきたい。   

（12） 

Feraesuntrationisetorationisexpertes．（Deofficiis，Ⅰ～50）Les  

わ如sgo71£pr云uきeざderαiβ071e£depαrOZe． 動物には理性も言葉も欠けてい  

る。（『義務について』）   

Graeculoshominescontentioniscupidioresquamueritatis．（Deora－  

tore，Ⅰ～47） Cb叩α㍑UreSGrecs，pZ比8αmO乙↓re乙J∬deZαdiざC乙‘ざSZo71q比e  

deZαUき「最． 真実よりも論争を愛するあわれなギリシャ人たち（『弁論家  

について』）   

充満，またはその反対の欠乏を表わす形容詞は，奪格をもとり得る。Plenus  

irae，Pleindecol～re「怒りでいっぱいの」は，Plenusiraでもよい。だが，  

属格の方がここでもより穏やかな印象を与えるであろう。   

若干の動詞は属格を要求し，さらに以上4点にわたって述べたほかにも，い  

ろいろ用法はあるが，煩雑を避けて，ひとまずこれ位にしておきたい。  
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2．与格 Datiuus   

与格は動詞や形容詞の補語となり，付与α昆㍗去わ昆玩0乃，利害関係を中心に多  

様な意味を示す。前置詞を伴うことのないラテン語の与格は，フランス語に直  

すと，前置詞a，pOur等を介した分析的，迂言的表現をとる。  

（1）動詞の目的補語   

与格は直接他動詞の間接目的補語co打砕Z∂me71己d’0りe£i花d£rec亡となる。初  

学者が一度はお目にかかる文例をもってすれば，   

Rosampuellaedo．Jbdbnneunerosedlafille， 私は少女にバラを  

与へる。  

次の『ガリア戦記』では，動詞inferreの直接目的補語が対格bellum，間接目  

的補語が与格finitimis。   

Hisrebusfiebatutetminuslateuaga：renturetminusfacilefinitimis  

belluminferrepossent．（DeBelloGallio，Ⅰ～2） cblarestreignaitle  

cゐαmpdeZe乙↓rSCO乙‘rSeSUαgαわ071dese亡Zesg∂乃αi£po乙‘rpOr£er払g乙↓erre  

cゐezZe乙↓rざUOi5£花S．このために彼等の行動範囲はせまくなり，近隣の者と戦  

うにも容易ではなかった。（『ガリア戦記』）   

与格はまた，利害，感情，態度などを意味する数多くの動詞の目的補語とな  

る。これらの多くは，仏訳では間接他動詞（自動詞）となり前置詞を要求する。  

cauere，Prendregarded～「用心する」，irasci，S’irritercontre～「怒  

る」，nOCere，nuired～「害する」，Parere，Ob6ird～「従う」etc． また  

一部は直接他動詞となり前置詞を要しない。fauere，ノbuoriβer「優遇する」，  

inuidere，enUier「うらやむ」etc．   

Quare，PatreSCOnSCripti，COnSuliteuobis；PrOSpicitepatriae．（InCa－  

tilinam，Ⅳ－3） A£托5ip∂regco71SCr££s，preJleZぶOi几deuo乙‘S－m∂meぶ，・  

pe71SeZdZ’αUe7元rdegαpα£r£e． それゆえ元老院議員諸君，君達自身を気づ  
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かいたまえ，祖国の将来を思いたまえ。（『カティリーナ弾劾』）   

Hominesplurimumhominibusetprosuntetobsunt．（Deofficiis，II  

－17） エes九om7乃eβ，dZα／0よ5，prqβ£eJl£e£几比£8e71£ヱeクエ弘Sα弘∬んommeβ．  

人間が同時に最も人間に役立ちもすれば，害を与えもする。（『義務につい  

て』）   

与格を要求する動詞に閲し，キケローの二文を引用した。またキケローか，  

と思われる向きもあるかもしれないが，またしてもキケロー，キケローなので  

ある。すでに半世紀以上にわたり，あまたのラティニストの座右の友でありつ  

づけている，Gaffiotの『羅仏辞典』を初めてひもといてみた折の驚きを忘れ  

ない。優に半数をこえる引用文が，キケローのものなのだ。およそ他のもろも  

ろの言語において，一人の作家が辞書の半ば以上を（カエサルを合せれば3分  

の2）独占するなどということがあり得るだろうか。それまで漠然と，折衷派  

の雄弁家，といった程度の認識しかなかったのであるが，あらためてキケロー  

の大いに目を開かれた次第である。古典ラテン語とは，つまりキケローのラテ  

ン語にほかならない。  

（2）与格をとる形容詞   

与格を目的補語とする動詞とほぼ同義の，利書，好悪，信・不信，親近，類  

似などを表わす形容詞は与格を要求する。amicus，amide（buec）～「親し  

い」，fidus，fidaled～「忠実な」，PrOXimus，trさspr∂sde～「大変近い」，  

similis，Semblabled～「類似の」etc．   

Segnitiaestpuerisperniciosa． Laparesseestpernicieusepourles  

明知由． 怠惰は子供にとって有害である。   

Siccanibuscatulossimilis，Sicmatribushaedos．（Vergilius：Eclo－  

gae，Ⅰ～22）A£れSiZescゐわ己5Semわ払わZe5α㍑ズCゐie花花eS，Zescんeureα比∬d  

Ze㍑rSm∂reざ．子犬が親犬に，子山羊が母山羊に似ているように（ウェルギリ  
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ウス『牧歌』）   

Flammafumoestproxima． Laflammeesttr∂sprochedelafLLm6e．  

火は煙に大変近い。   

最後の文例は，紀元前三世妃の喜劇作家プラウトゥスPlautusのものだ  

が，（1a）「火のない所に煙はたたぬ」j〕αgdeルm∂eぶ∽ざ極ということだろう。  

ドイツ語の言いまわしに簡明である。jかざ£月α比Cゐ，dα花乃ダe乙↓er  

（3）利害の与格   

意味論的にいって最も与格らしい用法は，いわゆる利害関係の与格dat，  

COmmOdiautincommodiであろう。フランス語では，前置詞pourを用いる  

のが普通。   

Lupusesthomohomini■ エ′ゐommeeβ£㍑花gO乙ppO乙‘rZ一九omme．  

人間は人間にとって狼である。   

OMeliboee，deusnobishaecotiafecit．（Eclogae，I－6）OMelib6e，  

Ze（プie乙‘αノbi£cesgoZs£「叩0乙げ托0乙J5．ああメリボェウス，神が我々にこの閑  

暇を恵まれたのだ。（『牧歌』）   

Quidhuichominifacias？Quepeux－tujbiredl’6gardd，untelhom－  

meア ニのような男をいったいどうしようというんだ。   

与格には，好悪，親疎その他何にせよ感情的色彩が色濃く反映されているよ  

うに思える。上記文例の，buichomini「こんな男に」という思い入れのこ  

もった表現力に富む与格は，仏訳のように前置詞を介して分析的に示されると  

意味はより明瞭になるが，その分文の密度が薄まるのはいたし方なかろう。こ  

とわざに，Forturafauetfortibus．Lajbrtunesouritauxaudacieux．「選  

ば大胆なる者に微笑む」というのがあるが，これと同じことをfortisを対格  

にしてFortesforturaiuuat．とも言うが，与格におかれた方がfortis「大胆  

なる者」の存在がより身近なものに感じられはしないであろうか。  
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所有の与格dat．possessorisについても，同じようなことが言えよう。Est  

mihiliber．は一応J’αZu花払re．「私は本を持っている」と訳し得る。だが  

「私のだよ」とでもいった与格mihiにこもった感情的ニュアンスは，どうし  

ても失われる。一寸と変な訳だが，刀ッα㍑托払repo乙↓rmOi．とでもするか。   

Amplissimaetibihortunaesunt（Cicero）．（14）Auoustrasrichefortu－  

れe．あなたには大変豊かな財産がある。  

Inmuroconsistendipotestaseratnulli．（I）eBelloGallico，Ⅱ～6）  

Perso71花eJもepO乙↓Uα去£reg£erα比re7γ岬αr£． 誰も防壁の上にとどまっている  

ことはできなかった。（『ガリア戦記』）   

感情的な関わりを表わす関心の与格dat．ethicusにおいても，与格のもつ表  

現力の一端がよくうかがえるだろう。Quomihiabis？OzIuas－tu？「どこに  

あなたは行くのか」。私の関心を示す与格mihiは，一寸と訳しようがない。  

（4）二重与格   

利害の与格が，eSSe，atre「～である」，mittere，eTWqyer，「送る」，dare，  

donner「与える」等の動詞と共に目的の与格dat．finalisと組み合わされる  

と，与格を二つとるラテン語独特の凝縮された二重与格構文ができる。  

darelibrumalicuidono，doTmerunliuredquelqu’unpouruncadeau  

作07乃me乙‘花Cαdeα比ノ「誰々におくり物として本を与へる」のたぐいである。   

SenatuscoplaSauXilioimperatorimisit・Les6natenuqyaaug6n6ral  

deざ£ro叩eβe花r叩わ「£． 元老院は将軍に援軍として部隊を送った。   

Quinquecohortescastrispraesidioreliquit．（DeBelloGallico，Ⅶ－  

60）（15）朋ぬ£sgepo“rZαgαrde血cα叩Cわ叩CO加㌻如．彼は5個のコルホス  

隊を陣地の守備のために残す。（『ガリア戦記』）   

276   



ラテン語の味わい 277  

Earesmagnousuireipublicaefuit．（Cicero）（16）celaa6t6jbrtutiled  

Z’励α£． それは国家にとって大いに有益だった。  

3．対格Accusatiuus   

前置詞の節約という観点からは，対格に関してさほど述べることばない。二  

重対格構文，時空の広がりを示す対格，行き先を表す対格など数点にとどまる。  

（1）二重対格   

他動詞の直接目的補語は，ラテン語でもフランス語でも前置詞を必要としな  

いが，docere，enSeigner「教える」，rOgare，deTnander「求める」などの  

動詞と共に見られる二つの対格を持つ二重対格構文は一瞥に価するだろう。   

Eaquaescimusaliosdocerepossimus．（Cicero：Denaturadeorum，  

Ⅱ－148）（17）Abu叩OuUO托ざe花Se如erα“£α㍑如ぶCeq“e乃0比β5αUO乃β．我々  

は知っていることを他人に教えることができる。（『神々の性質について』）  

InterimcotidieCaesarHaeduosfrumentum，quOdessentpublicepol－  

1iciti，flagitare．（I）eBelloGallico，I－16）Cq）endantC∂sarr6clalnait  

Cゐαす比eノ0㍑rα㍑エ月盲血e718ZebZ∂冒㍑’iね～㍑iαUαie花£q椚c云eZZe7乃e71£promis．  

しかしながら，日々カエサルは，ハエドゥイ一族が公けに約束した穀物を要求  

した。（『ガリア戦記』）  

キケローの文では、eaとalios，カエカルではfrumentumとHaeduosと，そ  

れぞれ事物と人が対格におかれているが，仏訳の場合は，後者に前置詞を用い  

てα㍑∬α㍑£reβ，α比∬ガ∂血e71Sとせざるを得ない。  

（2）広がりの対格   

Tresannosregnauit．Ilaregn∂pendanltroisans．「彼は三年間君臨  

した」といった風に，時間的もしくは空間的延長を裸の対格で表わす，広がり  

の対格acc．spatiiという用法がある。前置詞perを用いてpertresannosと  
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延長期間をよりはっきりさせることもできる。また逆に，フランス語のpe几－  

dα托£を略すこともできる。   

Duodequadraglnta annOS tyrannuS Syracusanorum fuit DionysluS．  

（Cicero：DisputationesTusculanae，Ⅴ－57） 7ナente－huitann6esdu－  

rα鴫刀eJWβル£抄rα花de劫rαC比ざe．38年の間，ディオニーシウスはシラー  

クーサエの専制君主だった。（『トゥスクルム談論』）   

Totamhiememipseadexercitummaneredecreuit．（DeBelloGallico，  

Ⅴ－53）Jエd∂cま血ゐre離rZ㍑i－m∂medヱ’αrm∂epe花血花王わ比亡～’ゐわer．彼  

は自ら冬の間ずっと部隊に留まることにした。（『ガリア戦記』）  

空間の広がりの例を一つ。   

（18） 

Turresquaepedesoctogintaintersedistarent．（DeBelloGallico，  

＼llTご・ ハ・・、／＝＝J・＝／／バいJJ／・・・J∴・‥′Jい・バ・／・バ・J／′／J・・・・ヾ‘ノ‥／J…／J・い－f／J．上ご卜ム心J、．  

それぞれ80歩尺の間隔を持った塔。（『ガリア戦記』）  

（3）方向の対格   

Quouadis？0沈uαざ血？「どこに行くのか」の間に対しては，EoinGal－  

1iam．。鬼uaisdla Gaule．「ガリアに行くのだ」，Eoadamicum．c7buais  

c／乙e2mO71αm£．「友達の所に行くのです」といった具合に，前置詞＋対格で  

答えるのが普通である。もっとも詩はこの限りではないが。しかし都市名  

（Roma，Napolisetc．）小島名（Delos，Salamisetc．）それに「家」「田  

舎」のdomus，ruSは対格単独で方向を示す。故に「パリ（ルテティア）  

へ」dParisは単にLutetiam，「田舎へ」dlacampagneはrus。   

キケローから一文。簡素堅固で，密度の濃い，ラテン的名文の一つと思うの  

だが。   

Quodcumaudiuissetadulescensfilius，negOtiumexhiberipatri，aC－  

CurrisseRomametcumprlmOluciPomponiidomumuenissedicitur．   
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（Deofficiis，Ⅲ～112） Or，q㍑α花dZeノ盲Zs，㍑乃ノe乙∽eんom′乃e，e乙↓£qppr孟5  

／、・・州′J／申ノ、・一′Jト佃・イ′・＝′り・、‥′り‥・・・∴／り・・・叫川／・・／ト‥′′・・′／J＝仙・・・J・り′・・・ト  

po£几己血わ㍑r，αrriuαdZαdeme乙↓redef）omper血s・   

ところで息子である若者は，父親に面倒が生じたと知るや，ローマにかけつ  

け，夜明けとともにボンベ－ニウスの家に到着したという話だ。（『義務につ  

いて』）  

4．奪格Ablatiuus   

起源，原因，手段，様態，時間，場所等々さまざまの状況補語となる奪格の  

用法は，なかなかに複雑である。ラテン語の奪格は，インド・ヨーロッパ祖語  

の本来の奪格，すなわち出発点，分離，起源などを示す「分離の奪格」abl・  

separatiuusに，具格に由来する「手段，随伴の奪格」abl，instrumentalis  

etcomitatiuusと，地格からの「場所，時間の奪格」abl．localisettempora－  

1isが融合合体したものである。ラテン語に特有の奪格はまた，これを持たな  

いギリシャ語（属格と与格が奪格の機能を分け持った）に対比して，しばしば  

「ラテン格」casuslatinusと呼ばれた。複雑多彩な奪格の用法を，単に格形  

のみで表現することは不可能故，早くから，a（ab），de，e（ex），Cum，in，  

sub等の前置詞を伴って用いられた。とはいえ，より古層に属する裸の奪格形  

も多くのケースに見うけられるのであり，筆者の興味も一にかかってこの点に  

ある。如何に奪格が多用されるかを示す。愉快な文例がある。  

soleorienteincarrlPPPedibus  讐票ノ禁禦改悪   Ferris maffna celeritate 

nudiscurruntpuerl．（19）pendantlesuacances，aVeCleurTnattre，lesenr  

、Jlリ直．川′川／／′・・・バ′J／・・．再・・／川り＼・抽い・／り／一／吊′′・・．り…い／・／汗川′′／．†しl－い  

間，先生とともに子供たちは，日の出る頃，野原を素足で全速力で駈ける。  

裸の奪語で4個所，前置詞つきで2個所と，主語と動詞を除き，他はすべて奪  

格形である。奪格の意を正確につかむことがラテン語解読の鍵である，といわ  
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れるのもうべなるかなである。   

（1）本来の奪格   

a）出発点や起源を示すには，前置詞a（ab），de，e（ex）をつけるのが  

普通（詩はこの限りではないが）。Accepilitterasapatre．J’airecuune  

lettredeTnOnP∂re．「私は父から手紙を受取った」。aboppidovenire，Uenir  

delauille「町から来る」，eXmOntibusdecurrere，descendreencourant  

desmoJ扉αgJleぶ「山から駈け下る」。   

しかし，都市名，ノJ＼島名，domus，ruSは「～から」を裸の奪格で示す。  

Tempestassedatur，DollabellaDeloproficiscitur．（Cicero：InVerT  

remactiosecunda，Ⅰ～46） Letempss’qpaise，DollabellapartdeD6－  

Zo3．天候がおさまり，ドラベーラはデーロス島から出発する（『ウェッレー  

ス弾劾）   

Erantomnioitineraduo，quibusitineribusdomoexirepossent．（De  

BelloGallico，Ⅰ－6）Ilyauaitentoutdeuxroutesparlesquellesils  

p弘云β£e71£sorか血pqγS．国から外に出ることのできる道は全部で二つしか  

なかった。（『ガリア戦記』）  

後者の文例中quibusitineribusは，経由を示す手段の奪格。   

由来，出身には三様の言い方があるのが面白い。まず家系には奪格単独。  

nobiligenerenatus，n6d’unenoblejbmille「貴族の生まれ」。親には奪格  

単独もしく はe（ex）＋奪格。Iove（eVulcano）natus，Tt6de血piter  

「Ⅴ比Zcαわノ「エビテル（ウルカヌス）から生れた」。祖先を示すにはa（ab）  

＋奪格。aCatoneortus，descendantdeCb10n「カトーの血を引く」。   

b）奪格は分離，剥奪，欠乏などを意味する動詞と共に用いられる。arCere，  

6carterde～「遠ざける」，eXCludere，eXCIurede～「排除する」，1iberare，   
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d61iurerde～「解放する」，Orbare，Priuerde～「奪う」，VaCare，etreeX－  

enw£de～「欠く」etc．また，同意の形容詞1iber，肋rede～「自由な」，  

nudus，depouil16de～「裸の」，Orbus，Priu6de～「欠けた」etc．も奪格の  

補語をとる。共に奪格単独で用いるのが本来のあり方とはいえ，前置詞を伴う  

場合も数多い。  

Magnomemetuliberabis，mOdointerme atquete murusintersit．  

（JnCatilinam，王～10） mmed∂～よuremgd’比花egrα托decrαi托亡e，血  

mo7乃e71£q㍑’㍑花m乙げSerαe7かeわie£moi．君と私と・の間に壁ができれば，  

君は大きな不安から私を解放してくれるだろう。（『カティリーナ弾劾』）   

Quidfacerem？Nequeseruitiomeexirelicebat，neCtamPraeSentis  

alibicognoscerediuos．（Eclogae，Ⅰ－40，41） Qu’auraisjejbit？  

J白れepO乙仙αiざ乃isor££rα㍑£remeJl£d’escZαUαge，花icoJも花α詑reα云Zge乙‘rSdeβ  

die乙‘ズβiわie71UeiZZα花£ざ．どうすればよかったのだ。奴隷の身分からぬけ出すこ  

とも，またほかではこれほど恵み深い神々を見つけることもできなかったのだ  

から。（『牧歌』）   

前者の動詞1iberareは，事物からの解放の場合はこのように奪格単独で，  

人からの場合はa（ab）と共に用いられる。1iberarepatriamatyranno，  

d∂gわrergαpαと㍗よed’罷乃抄和乃「祖国を借主から解放する」。  

（2）手段，随伴の奪格   

a）手段，道具の表現には単独の奪格を用いる。   

Nuncuinopellitecuras． Maintenantchassezuossoucisparleuin．  

今や酒にて憂を追へ。   

Dentelupus，COrnutauruSPetit． Leloupattaqueauecladent，le  

ぬ罷reα弘αUeC払corrもe． 狼は牙で，牛は角で襲う。  

ラテン語をはじめた当初，筆者がことに強くひきつけられたのは，この手段を  
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示す裸の奪格形だった。αUeC，de，pαr，ααmの′e71deなどといった前置詞ない  

しは前置詞句を用いた，まだるっこしい表現法をとるのではなく，uino，den－  

te，COrnuと短く鋭く一語で手段を示す奪格形は，強く胸にひびくような一種  

の重量感を持っているように思えた。小気味がよい，といってもいいような感  

じをしばしば覚えた。   

InterioresplerlquefrumentanOnSerunt，Sedlacteetcarneuivuntpel－  

1ibusquesuntuestiti．（DeBelloGallico，Ⅴ－14）Leshabitantsdel’in一  

己∂r£e乙↓r，e71ge花erαg，花eS∂me花£pαSdeわZ∂，－iね血e花とde払言上eとdeu£α乃de，  

e己80花£u∂£比Sdepeα比ズ．内陸部の住人は一般に穀物を蒔くことはなく，乳と  

肉で暮らし，獣皮を着ている。（『ガリア戦記』）   

手段の奪格の一つに原因，理由の奪格ab．causaeがあるが，これも単独で   

用いる。   

Viuictauis，uelpotiusoppressauirtuteaudaciaest．（ProMilone，  

11I／．り・イ・イ・・／い・り′／‥・り／仙・′／′・J′√′′、／り′イ・イ・・／い．叫′J・／りい／／、り仙／りt・‥′・／・  

∂crαS∂epαrZeco乙↓rαge． 力によって暴力は破れ，勇気によって無謀は屈服  

させられた。（『ミローン弁護』）  

肺腑をえぐるかのような，キケローの雄弁の一端がうかがえるが，これも裸の  

奪格形ui，uirtuteがあってこそなのだろう。これを入れて，5回くり返され  

るu音の頭韻が耳に快い。   

「いかなる点において」という観点を示す，限定の奪格abl．1imitanionis。  

これも手段の奪格の一つ。   

FuitanteatempuscumGermanosGalliuirtutesuperarent．（DeBel－  

loGallico，Ⅵ一24） 〟／㍑£㍑花£e7γ岬ぶ0丘ZesGα比Zo£s8比叩αSSαier乙亡geβGer－  

mαi托ge花わrαUO乙ムre．かつてガリア人がゲルマーニー人に武勇においてま  

さっていた時代があった。（『ガリア戦記』）  
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Seruusest，Sedfortasseliberanimo．（Seneca：EpistulaeMorales，Ⅴ  

－47） 月eβ£escZαUe′mαisiZe5とpe㍑£－∂£re加reso乙↓SZer叩pOr己deZ’∂me．  

彼は奴隷である，がおそらく精神の点では自由であろう。（セネカ『道徳書簡  

集』）   

Suntenimquidamhominesnonresednomine．（Deofficiis，Ⅰ－105）  

Cbr王～ッαdesge71Sq㍑iso71亡んommes，托OJもpαSe花r∂αZ王妃mαisβe乙↓ZemeJl£  

de花Om．というのも実際にではなく，単に名前の上だけで人間といわれる者  

たちもいる。（『義務について』）   

最後の文例には「物，事，行為，状況，国家（公けの，という形容詞をつけ  

respublicaともいう）」等々実に多用な意を含むresの奪格形reがみられる。  

先にふれたuis（奪格ui）やこのres，さらにfas「天意，天命」，ius「法」，  

mos「慣習」，OpS「力」，ira「怒り」など，ごく短く，しかも重い意味を  

担ったいくつかの名詞がある。こうした語は，ラテン語の中でもおそらく最も  

古層に属するものであろう。何か一寸と酷薄な，と言ってもよいような印象を  

与えるこれら短く鋭い語は，古代ローマの言葉に一種特別の力を，神秘的な力  

を付与しているようにも思える。   

手段の奪格は，数多くの動詞や形容詞の補語となる。COmplere，re〝研か  

de～「満たす」，gaudere，Serむouirde～「喜ぶ」，niti，S’appuyerszLr～  

「よりかかる」，uti，SeぶerU£rde～「使う」；dignus，d云g花ede～「価す  

る」，1aetus，COntentde～「うれしい」etc．   

Petroususestdoctore．IlaeuPierrecomTneTna託re．彼はベトルスを   

師とした。   

Nitorhasta（inhastam）．Jem’appuiesurunelance．私は槍によ  

りかかる。   

Fruendasapientiaest．IIJbutjouirdelasagesse．知を享受しなければ  
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ならない。  

以上，何点かにわたり，手段の奪格を概観してきたが，時代が下るにつれて，  

裸の奪格形は次第に，ab＋奪格，ad十対格，Cum十奪格，de＋奪格，in十奪  

格，per＋対格，など前置詞を用いた分析的，迂言的表現に傾いていった。   

b）「～と共に」と随伴を示すには，一般に前置詞cumを用いる。Cum  

amicocenabam．JbdtnaisauecunaTni．「私は友人と夕食をとった」。  

しかし比喩的な随伴，様態，性質などを表わすには奪格単独による場合も多い。   

Siquidobtigerit，aequOanimoparatoquemoriar．（InCatilinam，Ⅳ  

－3）ぶ’iZdeuαi亡αrr加rq㍑eZ押eCん0βe，ノemo乙↓rrα£gαUeC乙ム托eameきgαねe£  

pr¢pαr∂e． もし何事かが起これば，私は従容として死につこう。（『カ  

ティリーナ弾劾』）   

CecidisseexequodiciturethohlOinfirmaualetlユdinelatusoffendisse  

uehementeret，POSteaquamadurbemcumfiebriuenerit，pauCisdiebus  

essemortuus．（Cicero：ProCluentio，175） OnditqzL’iljitunechute  

decんeuα～，●ce亡ん07れme（プ’比乃eノb£わZesα乃£∂reダ打とα比C∂£∂比乃eUわZe7はecoJl－  

fαgわ乃ef∂fα乃fαrr∠ぴ∂α〃eCgαカゐreαα∬αみ0／てねdegαひZggeZg∽0αrαとpeα  

deノ0乙JrgqPr～β．彼は落馬したと言われている。健康にすぐれないこの男は，  

脇腹をしたたか打ち，発熱して町近くまで着いたが，数日後に亡くなった。  

（『クルエンティウス弁護』）   

比較の奪格abl．comparationisは，随伴の奪格のヴァリエーションと考え  

られるが，分離の奪格に由来するという見方もある。これもキケローから二例。   

Exeiusling・uameliedulciorfluebatoratio．（Desenectute，31）  

刀eses乙∂urescol血ie血despαrOZesp£㍑8do㍑CeSq㍑e£em宣eエ．彼の口からは  
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蜜よりも甘い言葉が流れ出た。（『老年について』）  

285   

Lucesuntclariora∴nObistuaconsiliaomnia．（InCatilinam，‡－6）  

乃比ざ£esprq′e£βSO71藍d几OSツe乙‘エpZ㍑8C払iregq比eZeノ0乙げ．君のあらゆる策  

謀は我々の限には日光よりも明らかだ。（『カティリーナ弾劾』）   

pZ比ざ～q比e～などともってまわった言いまわしをとらず，「蜜よりも甘い」  

をmelledulcior，「日光よりも明瞭な」を1uceclarioraと，それぞれ二語で  

片づけてしまうのは，いかにも楓爽としているではないか。   

比較の奪格は，慣用的表現にあっては，時に一語で優に一従属節に価する。   

Diuitiaemaioroplnione． Unerichesseplusgrandequ’onnepensait．  

想像されていた以上の富。   

Victoriamaiorspe・Uneuictoireplusgrandequ’onnel’e申6rait．期待  

されていた以上の勝利。  

（3）場所，時間の奪格   

a）場所   

位置を示すには，通常in＋奪格。Ambulatinhorto．IIseprom∂nedans  

lejardin．「彼は庭の中を散歩する」。しかし，NatusestCarthagine．ne  

花きd〔brfゐαge．「彼はカルタゴで生れた」など都市名，小島名は奪格単独で。  

Romae「ローマで」，domi「家で」，ruri「田舎で」などわずかに残る地格形  

は，もちろん前置詞を要しない。また，名詞locus「場所」，parS「方面」etc．  

形容詞totus「全ての」，medius「中間の」etc．を含む語はしばしば前置詞な  

しで地点を示す。   

Rhodanusfluitisquenonnullislocisuadotransitur．（DeBelloGal－  

1ico，Ⅰ～6） エe月舶れeCO比ge，eとCe／ge㍑UeeS己脚きαらgee叩g㍑ぶよe比rS  

e花droお． ログヌス河が流れている。そしてこの河はいくつかの地点で歩  

いて渡れる。（『ガリア戦記』）  
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（20） 

Mediofluminequaerisaquam．几cherchesl，eauaumilieLLdela  

rわi∂re． 君は川の真ん中で水を求める。   

さらに，terramar・ique，SurterreetSurmer「陸でも海でも」，dextra  

laeuaque，ddroiteetdgauche「右でも左でも」など前接辞queを伴う凝縮  

された慣用表現にも注目したい。   

b）時間   

Quandoueniet？QLLanduiendra－t－il？「彼はいつ来るのか」の間に対して  

は，奪格のみで，Ortusolisueniet．IIuiendraauleueT・desoleil．「日の出  

るころ来るだろう」と答えるのが普通。   

AduentuinGalliamCaesaris．（DeBelloGallico，Ⅴ－54） Al’ar－  

riu∂edeC∂ぶαre71Gα比Ze． カエサルのガリア到着時（『ガリア戦記』）   

PrimopunicobelloRegluscaptus（est）aPoenis．（I）eofficiis，I－  

39） 刀α花Sgαpremi～reg乙Jerre卯花£q比e，月∂g乙血ざα∂£りb££prisoJ∽ier  

pαrZeぶαェ「£ゐαg£几0£s． 第一次ポユニ戦争の時，レグルスはカルダゴ人に捕  

らえられた。（『義務について』）  

しかし，前置詞inを伴うこともあり，とりわけ修飾語なしで名詞が用いられ  

る場合に多い。Inbello，entemPSdegLLerre「戦時に」，insenectute，dans  

gαU£eよZZesβe「老年に」etc  

（4）絶対奪格   

最後に，ラテン的簡潔の一つの極致とも言える，絶対（独立）奪格構文abl．  

absolutusに一瞥を与えなくてはなるまい。このラテン語特有の言いまわしは，  

前置詞なしの裸の奪格の名詞または代名詞（主語に相当）と，同じく裸の奪格  

の分詞，形容詞，名詞（述語に相当）を組合せて作る。時，理由，条件，譲歩  

等もろもろの従属節に代りうるもので，一種小気味のよいスピード感を文体に   
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付与する。   

Eoceleriterconfectonegotiorursusinhibernalegionesreduxit・（De  

BelloGallico，Ⅵ－3） エノ肋£reル孟uわeme托£己ermi花∂，叩「～g卯Oi，云Zカ£  

demiJo㍑r，e己rαmerαZeざZ∂gわ托S血花SZe㍑rSquαrと£ers．その仕事を素速や  

く終えると，彼はふたたび軍団を冬営地に引きもどした。（『ガリア戦記』）  

Ista（natura）duceerrarinullopactopotest．（Cicero：Delegibus，Ⅰ  

～20） AuecZα花α亡㍑repO乙↓rZeg比ide，iZ托’ッααわsoZ比me71£pαSmqγe71de  

s′∂gαrer． 自然を案内者とすれば，迷う余地などまったくない。（『法律  

について』）   

この絶対奪格の多用によって，カエカルのキビキビとした行動的文体が生れ  

た，といっても過言ではないと思うが，絶対奪格構文を二つ連続させた次例は，  

迅速簡潔なラテン的名文の一つだろう。   

Histraditisomnibusquearmisexoppidoconlatis，abeolocoinfines  

Ambianorumperuenit．（DeBelloGallico，Ⅱ～15） Quandonleslui  

eu£Ziurきs，eとq㍑，071Z比ie“£rem£ざ£0乙血SZesαrmeSdeZαU云ZZe，iZmαrCゐαde  

Zduers～ep叩SdesAmわ£e花ざ．彼等（人質）が引渡され，すべての武器が町か  

ら集められると，彼はそこからアンビアニー族の領地へ進んだ。（『ガリア戦  

記』）  

注（1）Cicero：IncatilinamIV－3  

本項を含め以下作品名を記した原文の引用はすペてSoci6t6d，6dition 《Lesbel王eslettres》  

の，通称Bu舶版による。  

（2）泉井久之助『ラテン広文典』P．16～7，白水社，1952  

（3）PaulVal6ry：OeuvresI，P207，P16iade，1957  

（4）Caesar：DeBelloGallico，Ⅵ－3  

（5）A．Cart，P．Grimal，J．Lamaison，R．Noiville：Grammairelatine，P・121，Nathan，1955  

（6）引用部分を含む原文。PopuligratiestpraemiisadficerebenemeritosderepublicaciL  
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uis，uirifortisnesuppliciisquidemmoueriutfortiterfecissepaeniteat  

（7）A．ErnOut，F．Thomas：SyntaxeLatine，P．44，Klincksieck，1951  

（8）ibid．   

（9）ibid．，P．53   

仰ibid．   

ul）……partemCOpiarumexprouinciasupplementumquequodexItaliaadduxeratinHe－   

1uios，quifinesAruernorumCOntingunt，COnuenireiubet，   

a2）”・‥；nequeullarelongluSabsumusanaturaferaruminquibusinessefortitudinem  

SaepedicimusMutinequis，inleonibus－iustitiam，aequitatem，bonitatemnon  

dicimus；Suntenimrationisetorationisexpertes．   

u3）こMILavency：VSVS，P．167，Duculot，1985   

u4）G．FranGOis：Grammairelatine，P．125，H．Dessain，1976   

u5）Quinquecohortes，quaSminimefirmasaddimicandumesseexistimabat，CaStris  

praesidiorelinquit．   

㈹ G，FranGOis：GrammairelatineP．127   

αⅥ この個所の引用のみLoeb版による。   

㈹・・・・”etturreStOtOOpereCircumdedit，quaepedesLXXXintersedistarent．   

ag）］．Gailland，J．Cousteix：Grammaireessentielledulatin，P．35，Scodel，1976   

鋤 VSVS，P．176  
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